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あ と が き

遺族会で発行された名簿をひもといていると，戦死された方の顔写真に学童
い ぞくかい めい ぼ がくどう

帽をかぶった幼い男の子の写真が載っていました。１３歳で学徒動員され，
ぼう おさな の さい

豊川海軍工廠への空爆で亡くなった一鍬田の中西英さんでした。こんな幼い
こうしよう くう ばく な すぐる

子まで，何と痛ましいことかと，戦争を憎まずにはいられない気持ちになりま
いた にく

した。ご家族の方は，どれほどつらい思いをされたことでしょう。

終戦の日から６５年が経ちました。戦争の時代を体験された方々は，徐々に
じよじよ

減ってきています。６５年前にあったこと，その真実を知らない大人が多くな

り，聞いても理解できない子どもたちが増えています。これからを生きる子ど

もたちや若い人たちに，戦争の悲惨さや平和の大切さを少しでも伝えなければ
わか ひ さん

ならない。今，記録に残さなければ，永遠にうずもれてしまう記憶，これを失
き おく

ってはならない，そんな思いがこの記録集に込められています。八名学区に住
こ

んでみえる身近なおじいさんおばあさんの話だからこそ，きっと心に迫るもの
せま

があるはずです 私は話をまとめながら 何度も胸を詰まらせました 涙を抑。 ， 。
むね つ なみだ おさ

えられなかった話もありました。悲しみ，怒り，愛しさ，切なさ………。
いか いと

どれもがやり場のない，ただ堪え忍ぶしかない重い現実がありました。
た しの

この記録集を読んで，今の恵まれた生活が，過去の悲しみに支えられている
めぐ

， 。 ， ，ことを理解し 平和の尊さを感じてほしい そして 学習に役立てることが
とうと

協力していただいた方々の思いに応えることになると考えてほしい。

八名学区には現在，７０歳以上の方が９６０名あまりみえます。ここに掲載
さい けいさい

できた方は，学区のほんの一部の方に過ぎません。今なら，戦争時代の体験を

話してくださる方がまだまだおみえになります 今なら 平和の尊さを学ぶ 生。 ， 「

きた学習」ができるのです。その学習の扉を開く鍵を持っているのは，みな
とびら かぎ

さんであり，みなさんの近くにみえるおじいさん，おばあさんなのです。

編集にあたって，ご協力いただいた学区の皆様，写真や資料の協力をいただ
みなさま

いた関係各位，さらには，心温まるメッセージをいただいた中村メイコ様に深

く感謝申し上げます。
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